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（百万円未満切捨て）

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 14,414 17.0 653 613.1 727 438.8 464 744.4

2021年３月期第２四半期 12,321 △13.6 91 △87.1 134 △82.5 55 △88.6

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 73.77 －

2021年３月期第２四半期 8.74 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 24,085 16,700 69.3

2021年３月期 25,919 16,379 63.2

（参考）自己資本 2022年３月期第２四半期 16,700百万円 2021年３月期 16,379百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 32.00 32.00

2022年３月期 － 0.00

2022年３月期（予想） － 25.00 25.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 29,000 － 1,062 － 1,185 － 742 － 117.73

１．2022年３月期第２四半期の業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

３．2022年３月期の業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注1）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

（注2）2022年３月期の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適用するため、上記の業績

予想は当該会計基準等を適用した後の金額となっており、対前期及び対前年同四半期増減率は記載しておりません。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期２Ｑ 6,306,000株 2021年３月期 6,306,000株

②  期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 3,596株 2021年３月期 3,521株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 6,302,411株 2021年３月期２Ｑ 6,302,479株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：有

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の詳細につきましては、添付資料３ページ「１．

当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の変異株が拡大する中、国内のワク

チン接種が進捗をみせて、世界経済の改善とともに国内経済も回復基調に移ってきました。

　このような状況のもと、当社におきましては、コロナ禍での社会状況もふまえつつ、総合厨房機器メーカーと

して、食中毒や異物混入問題といった以前から注目されている「食の安全・安心」の課題克服にも目を向け、得

意とする省人化された効率的な大量調理・洗浄システムはもとより、最先端のロボット技術の導入も視野に入

れ、様々な顧客ニーズに対応した厨房機器・厨房システムの提案を心がけ、営業部門、生産部門及び管理部門の

各部門が一体となって業績の向上に取り組んでまいりました。

　業績面におきましては、コロナ禍の影響が緩和する中、当第２四半期累計期間の売上高は144億14百万円（前

年同期比17.0％増）となりました。利益につきましては、売上高の増加や利益率の改善により、営業利益は６億

53百万円（前年同期比613.1％増）、経常利益は７億27百万円（前年同期比438.8％増）、四半期純利益は４億64

百万円（前年同期比744.4％増）となりました。

　なお、当社は、業務用厨房機器製造販売事業の主要販売先である学校給食関連の納期は夏季及び年度末に集中

しているため、売上高が第１、第３四半期会計期間に比べて第２、第４四半期会計期間、特に３月に多くなる傾

向にあります。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①業務用厨房機器製造販売事業

　業務用厨房機器製造販売事業につきましては、売上高は143億57百万円（前年同期比17.1％増）、セグメン

ト利益は６億23百万円（前年同期比888.4％増）となりました。

②不動産賃貸事業

  不動産賃貸事業につきましては、売上高は57百万円（前年同期比2.5％増）、セグメント利益は30百万円

（前年同期比6.3％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

　当第２四半期会計期間末の資産合計は、前事業年度末に比べ18億33百万円減少し、240億85百万円となりまし

た。これは主に、現金及び預金が15億69百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が34億40百万円減少したこ

となどによるものであります。

　負債合計は、前事業年度末に比べ21億54百万円減少し、73億85百万円となりました。これは主に、短期借入金

が３億円増加したものの、支払手形及び買掛金が17億３百万円、長期借入金が５億50百万円、その他の流動負債

が２億87百万円減少したことなどによるものであります。

　純資産合計は、前事業年度末に比べ３億20百万円増加し、167億円となりました。これは主に、剰余金の配当

が２億１百万円あったものの、四半期純利益を４億64百万円計上し、その他有価証券評価差額金が57百万円増加

したことなどによるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べて15億

69百万円増加し、当第２四半期会計期間末には50億61百万円となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は20億32百万円（前年同四半期は獲得した資金６億83百万円）となりました。こ

れは主に仕入債務が16億20百万円減少、法人税等の支払額が３億60百万円あったものの、売上債権が33億17百万

円減少し、税引前四半期純利益を７億27百万円、減価償却費を２億37百万円計上したことなどによるものであり

ます。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は９百万円（前年同四半期は使用した資金３億７百万円）となりました。これは

主にその他の収入が21百万円あったものの、その他の支出が11百万円、有形固定資産の取得による支出が９百万

円あったことなどによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は４億55百万円（前年同四半期は使用した資金４億38百万円）となりました。こ

れは主に短期借入金の純増減額が３億円増加したものの、長期借入金の返済による支出が５億50百万円、配当金

の支払額が２億円あったことなどによるものであります。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

  2022年３月期の業績予想や配当予想につきましては、前回予想(2021年５月14日)から修正しております。

詳細につきましては、本日開示しております「業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照くださ

い。
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,492,318 5,061,778

受取手形及び売掛金 8,120,653 4,680,491

商品及び製品 1,371,548 1,364,822

仕掛品 899,038 914,205

原材料及び貯蔵品 555,283 644,387

その他 177,998 240,854

貸倒引当金 △812 △468

流動資産合計 14,616,028 12,906,071

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 3,883,946 3,787,252

土地 4,054,948 4,054,948

その他（純額） 863,801 779,693

有形固定資産合計 8,802,696 8,621,895

無形固定資産 467,417 426,571

投資その他の資産

投資有価証券 1,085,588 1,172,915

前払年金費用 257,812 256,028

繰延税金資産 316,320 328,390

その他 382,059 382,253

貸倒引当金 △8,521 △8,521

投資その他の資産合計 2,033,259 2,131,066

固定資産合計 11,303,373 11,179,533

資産合計 25,919,401 24,085,604

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,715,667 2,012,110

電子記録債務 1,190,002 1,294,636

短期借入金 400,000 700,000

１年内返済予定の長期借入金 800,000 500,000

未払費用 393,605 330,818

未払法人税等 390,030 407,715

賞与引当金 303,557 325,998

その他 670,714 383,049

流動負債合計 7,863,576 5,954,327

固定負債

長期借入金 500,000 250,000

退職給付引当金 1,055,221 1,060,075

その他 121,165 121,096

固定負債合計 1,676,386 1,431,171

負債合計 9,539,963 7,385,499

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2021年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,445,600 1,445,600

資本剰余金 1,537,125 1,537,125

利益剰余金 13,491,278 13,754,558

自己株式 △2,663 △2,745

株主資本合計 16,471,340 16,734,537

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 515,676 573,201

繰延ヘッジ損益 1,119 1,064

土地再評価差額金 △608,697 △608,697

評価・換算差額等合計 △91,902 △34,432

純資産合計 16,379,438 16,700,105

負債純資産合計 25,919,401 24,085,604
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

売上高 12,321,279 14,414,983

売上原価 9,682,877 10,926,455

売上総利益 2,638,401 3,488,527

販売費及び一般管理費 2,546,728 2,834,810

営業利益 91,672 653,717

営業外収益

受取配当金 10,360 11,039

仕入割引 27,615 28,800

補助金収入 4,367 19,931

その他 9,950 19,557

営業外収益合計 52,293 79,328

営業外費用

支払利息 6,116 4,511

売上割引 729 348

その他 2,176 1,081

営業外費用合計 9,022 5,941

経常利益 134,943 727,104

特別損失

固定資産除却損 158 22

特別損失合計 158 22

税引前四半期純利益 134,785 727,082

法人税、住民税及び事業税 50,178 299,413

法人税等調整額 29,545 △37,290

法人税等合計 79,724 262,123

四半期純利益 55,061 464,959

（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 134,785 727,082

減価償却費 239,445 237,865

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,139 △344

賞与引当金の増減額（△は減少） 13,565 22,441

退職給付引当金の増減額（△は減少） 29,661 4,853

前払年金費用の増減額（△は増加） 304 1,784

受取利息及び受取配当金 △10,364 △11,044

支払利息 6,116 4,511

売上債権の増減額（△は増加） 2,506,797 3,317,484

棚卸資産の増減額（△は増加） △297,682 △97,545

仕入債務の増減額（△は減少） △1,480,020 △1,620,850

その他 △355,077 △199,833

小計 786,393 2,386,405

利息及び配当金の受取額 10,364 11,044

利息の支払額 △6,267 △4,478

法人税等の支払額 △106,921 △360,096

営業活動によるキャッシュ・フロー 683,568 2,032,874

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △62,841 △9,775

有形固定資産の売却による収入 6 －

無形固定資産の取得による支出 △212,641 △5,472

投資有価証券の取得による支出 △5,294 △4,558

その他の支出 △27,845 △11,179

その他の収入 815 21,281

投資活動によるキャッシュ・フロー △307,801 △9,705

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 300,000

長期借入金の返済による支出 △250,000 △550,000

リース債務の返済による支出 △613 △4,007

配当金の支払額 △188,116 △200,577

その他 － △583

財務活動によるキャッシュ・フロー △438,730 △455,169

現金及び現金同等物に係る換算差額 △411 1,459

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △63,374 1,569,459

現金及び現金同等物の期首残高 3,605,160 3,492,318

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,541,785 5,061,778

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当

該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　なお、収益認識適用指針第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国内の販売において、出荷

時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を

認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会

計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第２四半期累計期間の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高へ与える

影響もありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定

める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、四半期財務諸表への影響は

ありません。
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